
新 間 2019: 

小6のとき、母と訪ねた京都の東映太秦映画村での記念撮影o+
数年後にここで撮影される側になるとは夢にも思つていなかった

＝いずれも本人提供

主

F
B
に
激
励
コ
メ

で

．

 

11
つ
づ
く 、
水
曜
掲
載

1
9
6
6
年
7
月 、
大
阪
府
の
市

立
農
中
病
院
で
生
ま
れ
ま
し
た 。
家

は
毎
日
放
送
近
く
の
大
阪
市
北
区
で

し
た 。
父
11

義
行
さ
ん(
76)
11

は
土

木
や
建
築
の
仕
事
を
し
て
い
て 、
母

廿
子
さ
ん
（
故
人）
11

は
バ
ス
ガ

イ
ド
と
し
て
阪
神
や
巨
人
の
選
手
を

竹
園
旅
館
（
当
時）
か
ら
阪
神
甲
子

園
球
場
ま
で
送っ
た
そ
う
で
す 。
一

人っ
子
な
ん
で 、
「
か
わ
い
い 、
か

わ
い
い」
で
育
て
ら
れ
ま
し
た 。

八
小
2
で
野
球
を
始
め 、
そ
の
頃 、

大
阪
府
箕
面
市
に
引っ
越
し
た
＞

最
初
は
野
球
が
好
き
じ
ゃ

な
かっ

た
ん
で
す
け
ど 、
米
大
リ
ー

グ
の
メ

ッ
ツ
が
甲
子
園
に
来
て 、
父
に
連
れ

ら
れ
て
見
に
行っ
た
ん
で
す
ね 。
全

日
本
の
福
本
（
豊）
さ
ん
11

盗
塁
最

多
記
録
を
持
つ
阪
急
の
名
選
手
廿

が

1
番
で
盗
塁
を
決
め
た
り
と
か 、
す

こ
い
盛
り
上
がっ
た 。
帰
り
に
メ
ッ

ツ
の
T
シ
ャ
ツ
を
買
っ
て
も
ら
っ

ド
ン
ペ
イ
さ
ん
が
自
身
の
フ

ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
発
信
し
て
い

ま
す 。
連
載
を
読
ん
だ
方
か
ら

「
心
が
熱
く
な
り
ま
し
た」
「
努

カ 、
決
断 、
内
助
の
功
が
あっ

て
の
今
の
ド
ン
ペ
イ
さ
ん
だ
ね

n」
な
ど
の
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す 。

に 徒会

て 、
野
球
を
や
ら
せ
た
かっ
た
ん
で

し
ょ

う
ね 。
4
年
生
ぐ
ら
い
で 、
地

域
の
ソ
フ
ト

ボ
ー

ル
チ
ー

ム
に
入

り 、
夢
中
に
な
り
ま
し
た 。

八
79
年
に
入
学
し
た
市
立
箕
面
第

四
中
学
校
に
は
野
球
部
が
な
く 、
強

豪
の
ソ
フ
ト

ボ
ー

ル
部
へ
入
っ
た
▽

2
年
春
に
野
球
部
に
な
っ

た
ん
で

す
ね 。
部
貴
が
1
0
0
人
以
上
い
て 、

め
ち
ゃ
く
ち
ゃ

鍛
え
ら
れ
て 。
う
ま

か
っ

た
の
も
あっ
て 、
主
将
に
な
っ

た
ん
で
す 。
ス
ポ
ー

ツ
塵
に
行っ
て 、

当
時
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ

強
か
っ

た
箕
鳥

高
校
（
和
歌
山
県）
と
同
じ
肩
に
紺

色
の
ラ
イ
ン
が
入っ
た
ユ
ニ
ホ
ー

ム

を
作っ
て 。
公
立
や
の
に
正
月
と
お

-―
 

盆
以
外
は
練
習
で
し
た 。

八
新
チ
ー

ム
で
秋
に
初
め
て
出
場

し
た
箕
面
市
と
池
田
市
の
大
会
に
続

き 、
大
阪
府
の
墜
能
地
区
大
会
も
優

勝
し
た 。
投
手
兼一
塁
手
で 、
足
が

速
く
て
左
打
ち
に
変
え 、
3
番
や
5

番
の
中
軸
を
任
さ
れ
た
＞

中
学
校
が
僕
の一
番
栄
光
あ
る
時

代
な
ん
で
す 。
1

学
年
9
S

10
ク
ラ

ス
あ
り 、
生
徒
2
0
0
0
人
弱
の
マ

ン
モ
ス
校
で
し
た 。
小
学
校
5、
6

年
の
と
き
も
児
童
会
長
で
し
た
が 、

社
交
的
で
ク
ラ
ス
の
人
気
者
だっ
た

の
で 、
「
立
璧佃
し
い」
っ

て
言
わ

れ
て 、
1

年
後
期
か
ら
3

年
前
期
ま

で
4
期連
続
で
生
徒
会
長
で
し
た 。

野
球
部
主
将
で
投
手
で
生
徒
会
長

で
し
ょ 。

も
う
も
て
な
い
訳
な
い
と

い
う
材
料
が
そ
ろ
っ

て
い
て 。
練
習

し
て
た
ら 、
フ
ェ
ン
ス
越
し
に
女
の

子
が
き
ょ
う
さ
ん
見
て
い
ま
し
た 。

「一
緒
に
帰
っ

て 。
校
門
で
待っ
て

い
る
か
ら」
っ

て
言
わ
れ
て一
結
に

帰
る 。
そ
れ
が
中
学
生
の
淡
い
恋
な

ん
で
す
よ
ね 。
い
ろ
ん
な
人
と
帰
る

か
ら 、
女
子
の
怖
い
リ
ー

ダ
ー

格
に

呼
び
出
さ
れ
「
あ
ん
た
な
あ 、
ど
う

考
え
て
ん
の」
っ

て
す一こ
ま
れ
て 。

後
で
何
人
と
付
き
合っ
た
か
数
え
て

み
た
ら
23
人 。
手
を
つ
な
い
だ
こ
と

も
な
く 、
全
然
交
際
に
つ
な
が
ら
な

かっ
た 。

八
中
3
の
春
も
墜
能
地
区
大
会
で

優
勝 。
夏
は
予
選
を
勝
ち
抜
き 、
日

生
球
場
（
既
に
閉
鎖）
な
ど
で
の
大

阪
府
の
中
央
大
会
に
出
場
し
た
＞

写
真
パ
ネ
ル
を
見
る
と 、
一
個
下

の
桑
田
（
真
澄）
さ
ん
(
P
L
学
園

で
甲
子
園
優
勝
2
回 、
巨
人
な
ど
で

活
躍
し
た
投
手）
も
出
て
い
ま
し
た 。

1
回
戦
は
大
東
市
の
代
表
に
0
|
0

と
勝
負
が
つ
か
ず 、
抽
選
勝
ち
し
て

16
強
ま
で
残っ
た
ん
で
す 。
そ
う
な

る
と 、
勝
手
に
い
ろ
ん
な
靡
校
か
ら

声
か
か
り
ま
し
て 。
地
元
の
大
阪
も

3
校
誘
っ

て
く
だ
さ
っ

た
の
で
す

が 、
大
阪
は
7
回
ほ
ど
勝
た
な
い
と

甲
子
園
に
は
出
ら
れ
な
い 。
北
は
山

形
か
ら
南
は
宮
崎
の
高
校
ま
で 。
そ

の―
つ
が
比
叡
山
高
校

で
し
た 。

【
エ

も
て
も
て
だっ
た
中学
時
代の
修学
旅
行 。
群
馬
県の
草
津温
泉など
を
訪ねた

一 ー
て
し
芝こに
す
て
す ，

「
始
末
す
る」
「
倹
約

す
る」
「
つ
ま
し
い
暮
ら

し」
…
… 。

す
べ
て
遠
い

苛
の
価
値
観
の
よ
う
に
見

え
ま
す
が 、
お
金
が
あ
る

な
し
に
関
係
な
く
こ
の
よ

う
な
精
神
を
忘
れ
て
い
な

い
人
こ
そ
本
当
の
意
味
で

大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま

投稿募集

文
章
は
4
0
0
字
程
度 、
絵
は
は
が
き
サ
イ
ズ 。
住
所 、
氏

名 、
事
話
番
号
を
明
記
し 、
〒
5
2
0
ー
0
8
0
6
大
津
市

打
出
浜
3
の
16
毎
日
新
聞
大
津
支
局
み
ん
な
で
ス
ピ
ー

キ
ン

グ
係へ
郵
便
か
ファ
ク
ス(
0
7
7.
5
2
6.
1
5
0
4) 、

メ
ー

ル
(ootu
◎
m
包
nic
hi .
coj
p)

で 。
原
稿
は
添

削
し 、
掲
載
作
は
電
子
媒
体
に
掲
載
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す 。

冒
キ
ン
グ 、
伊
勢
の
津・
七
福

神
ハ
イ
ク
＊
1

月
25
日

（
金）

。
1

万
2
8
0
0
円

（
レ
ン
タ
ル
ポ
ー

ル
代
別
途

5
0
0
円）

。
ポ
ー

ル
を
両

手
に
持
ち 、
三
重
瞑
津
市
i

あ
る
「
伊
勢
の
津
七
福
神」

ニュースからエンタメまで 単語の意味つき

毎日新間

読み上げ音声も
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闊内藤 一 水社
大阪市北区党鳥浜2-2-28

大阪支社 06-6456-4561
078-362-1741
075-778-5091
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さ
ん）
神
社
（
寿
老
人）

、
広
缶
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

津
観
音
寺
（
毘
沙
門
天）

、

結
城
神
社
（
憚
様
寿）

、
安

墾
（
腐
尊）
へ 。
バ
ス

閥
宣
成
社

大
即

ツ
ア
ー 、

出
発
8
時 、
帰
着

18
時
半一こ
ろ、
大
阪・
西
梅

西

田
の
毎
日
新
聞ビ
ル
前 。
食

事
は
厩
1

回（
ビュ
ッ
フェ

関

ダ
イニ
ン
グ「ピュ
ア
菜」
津
広

大

閥

店
で
ラ
ン
チ
ビュ
ッ
フェ） 。

歩
行
は
12
予
で
約
3
時
間 。

北区中之島2-2-7
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胃拿麿虞且I
採用計画に迅速に
対応する当社へII

二三句日新聞社直属三—

大

毎広告株式会社
fl06 (6346) 8745 
https:/ /daimai.co ml 

2019年4月 r,,,,,;11月（全8回）

0主催／毎日新聞社 0後援（予定） /MBS、大阪府 0協力／毎日新聞大阪開発、女性と暮らし社

おかげ様で25年！ 会場はh

歴史的建築物、ゆったりとし］
開佃いたします。今回も［

様々な分野の専門家の先生:

（土）
. . . . 

6月ー日（土） 7月20日（土）

【募集人員】 1000名（定員に達し次
【受講資格】年齢、学歴、性別、地域
［今 場l*顧iif『中ヰw、全�i


